
当院は、三浦半島における「地域がん診療連携拠点病院」として、地域の医療従事者を対象とした「化

学療法」、「放射線治療」の研修会を年 1回開催しております。 
第 9回は、がんゲノム医療に関する研修会を開催することといたしました。ご多忙の折、誠に恐縮で

はございますが、ご出席くださいますようお願い申し上げます。 
 
テーマ：がんゲノム医療－これまでとこれから－ 
今年 6月からがん遺伝子パネル検査が保険適応になりました。従来の臓器別に遺伝子異常を調べて対応
する分子標的薬を投与することから、臓器を問わず網羅的に遺伝子異常を調べて新たな治療法の選択枝
を見いだすことが可能となりました。現在のところは標準治療がない、又は標準治療が終了となった患
者さんに限定され、検査できる施設も限られています。今回はこれまで行われてきたがんゲノム医療の
代表例である肺癌治療を振り返った後、これからはじまるがんゲノム医療を御紹介したいと思います。 
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※本会は日本医師会生涯教育講座 1単位の研修となります。カリキュラムコード(10・0)を申請中 
※お申し込みの際は、別紙の参加申込書を 10月 30日（水）までに FAXにてご返信ください。 

  ※当日は、軽食をご用意しております。 
 

主催：地域がん診療連携拠点病院 横須賀共済病院  
共催：横須賀市医師会 三浦市医師会 逗葉医師会 後援：横須賀市 

お問合せ先：横須賀共済病院 地域連携センター地域連携室（担当：小松・山田） 
〒238-8558 横須賀市米が浜通 1-16 TEL（直通）046-827-1117（平日 8:30～17:15） 

19：35～20：05 

20：05～20：35 

開会のご挨拶                 診療部長    豊田茂雄 

肺癌のゲノム医療の歴史と最近の動向     呼吸器内科部長 夏目一郎 

がんゲノム医療の現状とこれから       化学療法科部長 坂下博之 

閉会のご挨拶                 小磯診療所院長 磯崎哲男 


